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立
憲
民
主
・
国
民
・
社
保
・
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
矢
上
雅
義
で
す
。 

私
は
共
同
会
派
を
代
表
し
、
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
「
地
域
公
共
交
通

活
性
化
・
再
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
冒
頭
に
お
き
ま
し
て
新
型
肺
炎
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
哀
悼
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
療
養
中
の
皆
さ
ま
に
も
、
お
見
舞
い
の
言
葉
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
七
年
に
わ
た
る
「
安
倍
一
強
」
に
よ
り
国
家
統
治
の
基
本
原
理
で

あ
る
「
三
権
分
立
」
が
、
大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
「
桜
を
見
る
会
」
や
、 

 
 
 

「
検
事
長
・
定
年
延
長
」
問
題
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
中
で
も
、
許
せ
な
い
の
が
、
「
森
友
学
園
」
へ
の
国
有
地
売
却
に
関
す
る 

「
決
裁
文
書
の
改
ざ
ん
問
題
」
で
す
。
二
〇
一
八
年
三
月
七
日
、
近
畿
財
務
局
の

赤
木
俊
夫
さ
ん
が
、
自
ら
の
命
を
絶
た
れ
ま
し
た
。 

赤
木
さ
ん
が
亡
く
な
る
直
前
に
残
し
た
メ
モ
に
は
、 

「
森
友
問
題
、
佐
川
理
財
局
長
（
パ
ワ
ハ
ラ
官
僚
）
の
強
硬
な
国
会
対
応
が
、 

 
 

こ
れ
ほ
ど
社
会
問
題
を
招
き
、
そ
れ
に
Ｎ
Ｏ
を
誰
も
い
わ
な
い
。
理
財
局
の
体
質

は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
全
く
な
い
。
こ
れ
が
財
務
官
僚
王
国
。
最
後
は
下
部

が
し
っ
ぽ
を
切
ら
れ
る
。
な
ん
て
世
の
中
だ
。
手
が
ふ
る
え
る
、
怖
い
。 

 
 
 
 

命
、
大
切
な
命
、
終
止
符
。」 

仕
事
へ
の
プ
ラ
イ
ド
を
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き
裂
き
、
最
後
は
赤
木
さ
ん
の
命
ま
で

奪
っ
た
の
は
、
い
っ
た
い
誰
で
し
ょ
う
か
。 
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安
倍
総
理
は
、
か
つ
て
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
場
で
、「
私
や
妻
が
関
係
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
総
理
大
臣
も
国
会
議
員
も
や
め
る
。」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

総
理
の
発
言
を
忖
度
し
て
、
佐
川
理
財
局
長
が
公
文
書
改
ざ
ん
に
走
っ
た
の
か
。

そ
れ
と
も
、
総
理
の
関
与
が
あ
っ
た
の
か
。
真
相
は
闇
の
中
で
す
。 

二
度
と
、
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
財
務
省
に
、
徹
底
的
な
再
調
査
を

求
め
る
と
同
時
に
、
財
務
大
臣
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
早
急
に
、
ご
遺
族
が
求
め

ら
れ
て
き
た
弔
問
に
行
か
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

以
上
、
財
務
大
臣
の
ご
意
見
を
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 

世
界
保
健
機
関
か
ら
新
型
肺
炎
に
関
す
る
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
」
が
出
さ
れ
、 

テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
も
一
六
日
の
記
者
会
見
で
、「
す
べ
て
の
国
に
訴
え
た
い
。

検
査
、
検
査
、
検
査
だ
。
疑
わ
し
い
例
す
べ
て
に
対
し
て
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

す
で
に
、
米
国
で
は
、
「
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
」
の
検
査
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
、
発
熱
後
四
日
以
上
の
自
宅
待
機
を
要
求
さ
れ
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

検
査
を
受
け
ま
す
が
、
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
肺
炎
に
よ
る
呼
吸
困
難
で
、

救
急
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
ま
ま
で
は
、
感
染
治
療
室
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
が
不
足
す
る
恐
れ
が
出

て
き
ま
す
。
検
査
体
制
の
強
化
が
、
医
療
崩
壊
を
招
く
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、

重
症
患
者
の
急
増
に
よ
る
医
療
崩
壊
も
、
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 
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重
症
化
を
防
ぐ
に
は
、「
隔
離
検
査
体
制
」
の
強
化
や
「
隔
離
治
療
施
設
」
の

整
備
が
急
が
れ
ま
す
。
さ
ら
に
感
染
予
防
の
た
め
の
消
毒
液
や
、
マ
ス
ク
も
、 

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
医
療
現
場
へ
の
重
点
配
布
と
と
も
に
、
各
世
帯
へ
の
直
接
配
布

も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

以
上
、
厚
生
労
働
大
臣
の
ご
所
見
を
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新
型
肺
炎
の
影
響
で
、
中
小
事
業
者
の
資
金
繰
り
も
、
深
刻
な
状
況
で
す
。 

「
多
発
す
る
災
害
」
に
よ
り
、
自
転
車
操
業
を
強
い
ら
れ
る
企
業
が
多
い
観
光 

関
連
業
界
で
は
、
仮
に
赤
字
決
算
や
滞
納
が
あ
れ
ば
、
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

既
存
の
救
済
制
度
で
は
「
借
り
換
え
」
が
出
来
な
い
の
で
、「
二
重
ロ
ー
ン
」
と

な
り
ま
す
。
黒
字
決
算
の
企
業
で
さ
え
、
足
踏
み
し
ま
す
。 

三
月
末
に
は
、
銀
行
ロ
ー
ン
・
人
件
費
な
ど
の
支
払
い
を
迎
え
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
「
手
形
の
不
渡
り
に
よ
る
銀
行
取
引
の
停
止
」
も
生
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

特
に
、
三
月
決
算
の
企
業
で
は
、
決
算
後
の
五
月
末
に
は
、
法
人
税
や
消
費
税
の

納
付
期
限
を
迎
え
ま
す
。 

さ
ら
に
深
刻
な
の
が
、
住
民
税
で
す
。
前
年
度
の
収
入
で
計
算
し
ま
す
の
で
、

収
入
が
な
く
て
も
請
求
さ
れ
ま
す
し
、
企
業
の
法
人
税
や
消
費
税
も
、
前
年
度
の

売
上
を
前
提
に
計
算
し
た
、「
予
定
納
税
」
の
請
求
書
が
来
ま
す
。 

融
資
を
受
け
て
も
、
税
金
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
、
借
金
だ
け
が
残
り
ま
す
。

要
す
る
に
、「
国
か
ら
借
り
た
金
が
、
国
に
戻
る
だ
け
の
話
で
す
。」 
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以
上
を
踏
ま
え
、
融
資
手
続
き
の
迅
速
化
、
ロ
ー
ン
の
返
済
猶
予
や
社
会
保
険

料
の
納
付
猶
予
、
そ
し
て
納
税
猶
予
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
猶
予
期
間
中
は
、「
滞
納
状
態
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
規
融
資
は
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
猶
予
期
間
の
終
了
後
は
、
二
か
年
分
の
支
払
い
が
、

同
時
に
来
ま
す
の
で
、「
税
の
二
重
負
担
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

中
長
期
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
税
の
減
免
対
策
」
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

以
上
、
財
務
大
臣
に
ご
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

長
期
的
な
「
株
安
」
に
伴
う
株
価
低
迷
に
よ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
保
有
す
る
運
用

株
式
の
評
価
損
が
発
生
す
る
と
、
年
金
受
給
者
の
受
給
額
に
影
響
が
及
び
ま
す
。 

さ
ら
に
企
業
の
業
績
悪
化
に
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
解
雇
」
と
呼
ば
れ
る
正
規
労
働
者

の
解
雇
、
派
遣
労
働
者
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
雇
止
め
、
さ
ら
に
は
、
新
卒
の
内
定 

 

取
り
消
し
問
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
、
取
ら
れ
る
の
か
、
厚
生
労
働
大
臣
に
お
伺
い
し
ま
す
。 

休
業
補
償
制
度
で
は
、
正
規
雇
用
者
は
雇
用
保
険
で
救
済
さ
れ
ま
す
が
、
雇
用

保
険
の
対
象
外
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
自
営
業
者
へ
の
救
済
策
は
不
透
明
で
す
。 

「
一
斉
休
校
や
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
」
に
よ
る
影
響
が
、
国
民
生
活
、
企
業
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
・
演
劇
や
音
楽
界
な
ど
の
文
化
面
ま
で
、
幅
広
く
及
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、「
現
金
給
付
」、「
地
域
ク
ー
ポ
ン
券
」、
そ
し
て
「
児
童
手
当
の
特
別
加
算
」

な
ど
の
検
討
も
必
要
で
す
。 

仕
事
や
収
入
を
失
っ
た
人
々
の
た
め
、
政
策
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、
迅
速

か
つ
有
効
な
対
応
を
取
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
政
府
に
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 
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続
き
ま
し
て
、
本
法
案
に
対
す
る
質
問
を
い
た
し
ま
す
。 

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
バ
ス
や
鉄
道
事
業
者

が
経
営
難
に
陥
り
、
路
線
の
維
持
も
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
一
九
年
、

地
域
が
、
主
体
的
に
地
域
公
共
交
通
の
維
持
及
び
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
を
支
援

す
る
た
め
、「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
平
成
二
六
年
の
法
改
正
で
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
」
を
強
化
し
、

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
域
化
す
る
た
め
、
現
行
の
法
定
計
画
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
「
交
通
空
白
地
域
」
の
増
加
に
は
、
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
、

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

平
成
二
五
年
成
立
の
「
交
通
政
策
基
本
法
」
に
お
い
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体

の
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
採
算
路
線
へ
の
取
組
み

は
遅
れ
た
ま
ま
で
す
。
地
域
公
共
交
通
を
今
後
も
維
持
す
る
に
は
、
よ
り
抜
本
的

な
施
策
や
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

今
回
の
法
改
正
は
、
免
許
返
納
し
た
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
と
と
も
に
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
視
点
に
立
っ
た
利
便
性
と
快
適
性
の
向
上
に
向
け
た
契
機

で
も
あ
り
ま
す
。 

苦
境
に
立
つ
、
人
口
減
少
地
域
の
、
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
活
性
化
と

再
生
を
、
交
通
政
策
の
「
ど
真
ん
中
」
に
据
え
た
施
策
の
展
開
を
強
く
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

① 

そ
こ
で
、
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
現
状
認
識
と
本
法
案
の
提
出
に
至
る

基
本
的
な
考
え
を
国
土
交
通
大
臣
に
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 
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現
行
の
競
争
政
策
で
は
地
域
内
の
路
線
バ
ス
事
業
者
が
共
同
で
行
う
「
ダ
イ
ヤ

と
運
賃
の
調
整
」
は
独
占
禁
止
法
の
「
カ
ル
テ
ル
規
制
」
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が 

 

あ
り
ま
す
。
不
採
算
路
線
を
、
持
続
的
に
維
持
す
る
に
は
、「
共
同
で
の
、
ダ
イ
ヤ

調
整
に
よ
る
等
間
隔
運
行
」
や
「
共
通
の
定
額
制
・
乗
り
放
題
運
賃
」
と
い
っ
た

共
同
の
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
行
う
共
同
経
営
に
は
独
占
禁
止
法
の

適
用
を
除
外
し
、
交
通
事
業
者
が
共
同
で
行
う
「
運
賃
プ
ー
ル
制
」
な
ど
を
、 
 
 

可
能
と
す
る
特
例
法
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
等
間
隔
運
行
」
や

「
定
額
制
・
乗
り
放
題
運
賃
」
が
、
可
能
と
な
り
ま
す
。 

② 

そ
こ
で
本
法
案
と
独
占
禁
止
法
・
特
例
法
案
と
の
関
係
が
、
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
国
土
交
通
大
臣
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

次
に
、「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
等
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

デ
マ
ン
ド
交
通
は
予
約
が
あ
る
場
合
だ
け
運
行
す
る
た
め
、
定
時
路
線
バ
ス
と

比
較
し
負
担
も
少
な
く
、
小
型
車
の
運
用
が
通
常
な
の
で
、
導
入
費
用
や
小
回
り

が
利
く
と
い
う
面
で
の
優
位
性
も
あ
り
ま
す
。
一
方
デ
マ
ン
ド
交
通
に
は
、
一
人

当
た
り
の
輸
送
コ
ス
ト
の
問
題
、
事
前
予
約
の
煩
わ
し
さ
や
予
約
の
多
寡
に
よ
る

所
要
時
間
の
不
確
実
性
と
い
っ
た
課
題
が
存
在
し
、
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
。 

③ 

厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
運
行
の
効
率
化
や
、 

 

利
便
性
の
向
上
な
ど
、
さ
ら
な
る
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後
、

デ
マ
ン
ド
交
通
を
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
、
国
土
交
通
大
臣

の
御
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 
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③
次
に
、「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

本
法
案
で
は
、「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
を
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
を 

補
完
す
る
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
、
位
置
付
け
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
実
施
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
、 

 

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
円
滑
化
の
措
置
」
と
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る 

も
の
か
、
ま
た
、
効
果
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 

「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
は
、「
交
通
空
白
地
域
」
に
限
定
し
て
二
種
免
許
を

持
た
な
い
者
で
も
自
家
用
車
で
地
域
住
民
を
運
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
極
め
て

例
外
的
な
制
度
で
す
。
旅
客
対
象
も
「
地
域
住
民
等
に
限
る
」
と
い
っ
た
限
定
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
、
観
光
客
を
含
む
来
訪
者
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

④ 

旅
客
対
象
者
の
拡
大
を
可
能
と
す
る
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
実

施
の
円
滑
化
」
の
施
策
が
、
将
来
的
に
「
白
タ
ク
の
合
法
化
」
や
「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
の
導
入
に
、
つ
な
が
る
お
そ
れ
は
な
い
の
か
、
国
土
交
通
大
臣
に

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 
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近
年
、
急
速
な
技
術
革
新
に
よ
り
、
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
自
動
運
転
」
と
い
っ
た
、

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

⑤ 

「
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
踏
ま
え
た
上
で
の
、
地
域
の
移
動
手
段
の

確
保
及
び
充
実
に
向
け
た
国
土
交
通
大
臣
の
御
決
意
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

  

最
後
に
、
地
域
公
共
交
通
の
担
い
手
で
あ
る
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
航
空
・

船
舶
、
な
ら
び
に
、
物
流
の
担
い
手
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
や
鉄
道
貨
物
の
分
野
に
、

関
し
て
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

今
回
の
新
型
肺
炎
の
影
響
に
よ
り
、
お
客
様
や
配
送
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、

今
後
の
予
約
も
見
込
め
な
い
ほ
ど
の
深
刻
な
状
況
で
す
。 

そ
こ
で
融
資
の
要
件
緩
和
と
枠
の
拡
大
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
優
先
的
配
布
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
助
成
率
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
新
型
肺
炎
の
事
態
収
束
後
に
お
け

る
、
旅
行
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
、
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

⑥ 

地
域
公
共
交
通
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
、
こ
れ
ら
関
連
業
界
に
対
す
る
、

支
援
策
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
お
考
え
を
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


